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自己紹介
• 弓山 彬 

• SEIL、SA-W1 を集中管理する 
「SMFサービス」の開発・運用を担当 

• 新サービスの開発にも参加
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SEIL/B1

SA-W1



サービス開発の流れ
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• 分析(要求定義)→設計・開発→テスト→リリース 

• 機能追加・改善を続ける

サービス開発の流れ

設計・開発分析 
（要求定義）

テストリリース



ソフトウェア開発手法
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設計・開発分析 
（要求定義）

テスト リリース

ウォーターフォール型開発

アジャイル型開発

１回の開発サイクルを短く 
頻繁にリリースしたい

分析

設計/開発

テスト

リリース

分析

設計/開発

テスト

リリース

分析

設計/開発

テスト

リリース

２～３ヶ月



理想の開発を実現するために
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設計・開発分析 
（要求定義）

テストリリース

タスク管理ツールの変更 バージョン管理システムの変更

継続的インテグレーションの導入継続的デプロイメントの導入
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1. バージョン管理システムの変更 

2. 継続的インテグレーションの導入 

3. 継続的デプロイメントの導入 

4. タスク管理ツールの変更



バージョン管理システムとは？
• ファイルの変更履歴を管理するためのシステム 

• ファイルの作成・変更日時、変更箇所、変更者など
の情報を、後から確認可能な形式で保存している 

• CVS、Subversion(SVN)、Git、など
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SVNを使っていて困ること
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複数の開発者で 
１つのブランチを共有

変更が衝突すると 
修正する必要がある

コミュニケーションの 
コストが大きい

開発ブランチ

画面#1 
追加

トップページ 
更新

開発者1

開発者2
画面#2 
追加

トップページ 
更新



SVNはマージが難しい！
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開発ブランチ

画面#1 
追加

画面#2 
追加

トップページ 
更新

トップページ 
更新

開発者1

開発者2

マージの時に変更が衝突 
すると、解消が難しい

なるべくマージしない 
(１つのブランチを共有)

試行錯誤を進めにくい



SVNを使っていて困ること
• 多人数で１つのブランチを共有する 

• 共有ブランチを壊さないように、調整が必要 

• 試行錯誤の途中経過を共有することが難しい
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Subversion (SVN)はブランチをマージする 
コスト(手間)が非常に大きい



SVNからGitへ
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開発ブランチ

画面#1 
追加

トップページ 
更新

開発者1

開発者2

画面#2 
追加

トップページ 
更新

Gitは多数のブランチを 
上手に扱える

画面#2 
追加

トップページ 
更新



GitHub.com
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• Gitを利用したソースコード共有サービス 
• Gitに対する操作の多くが、WebUIから実行可能



社内版GitHubの導入
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GitHub Enterprise



マージ操作をGitHubで
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開発ブランチ

画面#1 
追加

サイトマップ 
更新

開発者が自分でコマンド実行

GitHubのWebUI上で 
「Pull Request」を作成

Pull Requestの作成後に、マージ可能か否かを自動判定



コードレビューの実践

16

開発者同士でのコードレビューが 
日常のワークフローに組み込まれ 
無理なく実践できるようになった



GitHub Enterprise導入による変化
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SVN→Git
• 複数ブランチを使った開発 
• 多人数での並行開発がスムーズに

Pull Request • コードレビューを都度実施 
• 実施コストを劇的に下げた

設計・開発分析 
（要求定義）

テストリリース

☞ 開発を効率よく進められる 
体制に変化した
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1. バージョン管理システムの変更 

2. 継続的インテグレーションの導入 

3. 継続的デプロイメントの導入 

4. タスク管理ツールの変更



継続的インテグレーション
• Continuous Integration (CI) 

• ソフトウェアのビルド・単体テストを 
ソースコード変更の度に継続して実行すること 

• 何が嬉しいか？ 

• 「いつの間にか動かなくなっていた」を防ぐ
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GitHub.comとCIサービス
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ビルド&テスト成功時は ✔ 

ビルド&テスト失敗時は ✖ 

GitHub.comと連携可能なCIサービスは多数存在する 
(Travis-CI, CircleCI, drone.io, ...)

ビルド＆テストを実行した 
結果をGitHubで確認できる



社内GitHubとCIを連携させる
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社内ネットワーク上の 
GitHub Enterprise 

(GHE)

インターネット上の 
各種CIサービス

• ファイアウォールが存在するため、相互に通信できない 
• CIサービスがGHEに対応していない

『社内GitHubと密に連携できるCIツール』 
を自作しようか...  と思い始めていたところ



OSS版droneの社内への導入
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• オープンソース版droneの発表  (2014/02/05) 
• GitHub Enterpriseのサポート  (2014/02/18) 
• 社内droneホストの構築           (2014/02/19) 
• 社内Webでdroneの紹介          (2014/02/21)

公開から２週間で 
社内に導入＆利用開始！



OSS版droneを社内に導入した結果
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ビルド&テスト成功時は ✔ 

Pull Requestがマージされる前に 
ビルド結果を確認できるようになった

ビルド&テスト失敗時は ✖ 



設計・開発分析 
（要求定義）

テストリリース

継続的インテグレーションの導入による変化
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☞ 開発を効率よく進められる 
体制に変化した

• マージ前のコードに対する自動ビルド＆テストの実行 
• 「マージしても大丈夫か？」判断の一部を自動化

• レビュー実施コストの低減 
• 品質の担保
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1. バージョン管理システムの変更 

2. 継続的インテグレーションの導入 

3. 継続的デプロイメントの導入 

4. タスク管理ツールの変更



デプロイメント
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設計・開発分析 
（要求定義）

テストリリース

サービスを提供するサーバに 
ソフトウェアを適用すること

「リリース」の中心的作業

• サービスを提供するサーバは多数存在する 
• それらに対してソフトウェアが正しく適用されているか 
確認する必要がある



既存のデプロイ手法の課題
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手作業が多い 
確認項目が多い 
時間がかかる

大変なので回数を減らそう

頻度が少ない → 自動化する 
モチベーションが下がる

悪循環悪循環を断ち切るために自動化を進める 
自動化を実現しやすいシステム構成に変更する



サービス提供サーバ

頻繁にデプロイできるようにする
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開発者
ソースコードを変更 

Pull Request を Merge
デプロイメント実行！

特定のブランチが変更される度に 
継続してデプロイメントを実施 
(デプロイ手順の自動化)



継続的デプロイメントの導入による変化
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☞ 開発を効率よく進められる 
体制に変化した

• デプロイ作業、デプロイ後の確認作業の自動化 
• デプロイの操作・履歴はGHEで集中管理

• 高頻度のリリースが可能になった 
• デプロイ作業の属人化を排除できた

設計・開発分析 
（要求定義）

テストリリース
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1. バージョン管理システムの変更 

2. 継続的インテグレーションの導入 

3. 継続的デプロイメントの導入 

4. タスク管理ツールの変更



従来のタスク管理
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• バグ管理システム (Trac) 
• プロジェクト管理 (MS Project)

「実施すること」の管理に 
最適化されている



タスク管理を柔軟に
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アジャイル型開発

分析

設計/開発

テスト

リリース

分析

設計/開発

テスト

リリース

分析

設計/開発

テスト

リリース

開発サイクルごとに、実施する内容を選び直したい

機能追加

ユーザ増加に備えた 
実装修正

メンテナンス性向上のための 
リファクタリング

サービス安定性向上のための 
機能追加・改修ユーザからの要望

脆弱性対応既存機能の改修



Pivotal Trackerの導入
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CURRENT 
現在実施している項目

BACKLOG 
実施予定の項目

ICEBOX 
実施時期が未定の項目

ドラッグ＆ドロップで 
項目の入れ替えが可能



タスク管理ツールの変更による変化
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☞ 開発を効率よく進められる 
体制に変化した

設計・開発分析 
（要求定義）

テストリリース

• タスクの実施順序を柔軟に変更できるようになった 
• タスク管理を開発者全員が分担できるようになった

• タスク管理を省力化し、 
開発に集中できる環境が整った
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1. バージョン管理システムの変更 

2. 継続的インテグレーションの導入 

3. 継続的デプロイメントの導入 

4. タスク管理ツールの変更



GitHub中心のワークフロー
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サービス提供サーバ
開発者

ソースコード変更 
Pull Request作成 
コードレビュー

継続的インテグレーション

継続的デプロイメント

タスク管理



まとめ
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まとめ
• ユーザの要望と成果物との乖離を最小化し、 
効果的な開発サイクルを回せる体制に変化した 

• さまざまな自動化・効率化を進めたことで、 
開発者が開発に多くの時間を割けるようになった
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ご清聴ありがとうございました


